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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文では、凝縮高分子修飾表面の水平変形性の設計による細胞接着斑活動の精密制御手法の拡

充、および細胞膜糖衣の母子的垂直圧縮性を局所 pH 像に変換して可視化する手法の開発に成功し

ている。本研究で得られた知見は、高分子修飾基材上での細胞接着制御の分子機構の理解と生体材

料設計の指針を拡充する有益なものであり、生体材料化学および生物物理工学の発展に貢献する。

よって、本論文は博士 (工学) の学位論文に値すると認める。 




